
額
を
直
接
確
保
し
、
一
括
交
付

金
の
対
象
か
ら
外
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
２
点
目
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
廃
止
後
の
国
民

健
康
保
険
の
あ
り
方
は
、
新
制

度
の
骨
格
と
し
て
、
現
在
の
後

期
高
齢
者
の
85
％
を
国
保
で

引
き
受
け
、
高
齢
者
部
分
は
別

勘
定
に
し
、
都
道
府
県
単
位
で

運
営
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
が
、
現
在
で
も
国
保
財
政
が

ひ
っ
迫
し
、
多
額
の
市
町
村
の

一
般
財
源
を
繰
り
入
れ
る
中

で
、
地
方
の
負
担
を
さ
ら
に
招

く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
以
上
に
つ
い
て

強
く
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

本
定
例
会
は
、
決
算
議
会
。

平
成
21
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
企
業
会
計
、
決
算
を

中
心
に
審
議
を
行
う
。
執
行
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
決
算
の
認

定
に
伴
っ
て
、
議
会
か
ら
提
出

さ
れ
ま
し
た
要
望
事
項
や
改
善

点
な
ど
、
今
後
の
財
政
運
営
や

来
年
度
の
予
算
編
成
時
の
検
討

材
料
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。
そ

の
他
、
本
定
例
会
に
上
程
さ
れ

た
議
案
に
つ
い
て
、
十
分
な
審

議
が
尽
く
さ
れ
適
切
か
つ
妥
当

な
議
決
が
得
ら
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
得

正
議
長
）
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村
行
政
で
は
、
本
年
６
月
に

子
ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ
た
。

ま
た
、
同
月
よ
り
村
単
独
事
業

と
し
て
中
学
校
１
年
生
女
子
を

対
象
に
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
補
助
」
が
開
始
。

今
後
の
が
ん
予
防
の
一
手
段
と

し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。
教
育
関

係
で
は
、
平
成
22
年
度
重
点

事
業
で
、
南
小
学
校
耐
震
補
強

工
事
が
完
成
に
向
け
て
順
調
に

進
展
し
て
お
り
、「
榛
東
中
学

校
校
舎
改
築
工
事
」
も
開
始
さ

れ
、
教
育
環
境
は
、
飛
躍
的
に

向
上
す
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
こ
こ
で
全
国
町
村
議

会
議
長
会
の
総
務
省
へ
の
要
望

事
項
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

平
成
22
年
８
月
４
日
、「
総
務

大
臣
・
地
方
六
団
体
会
合
」
で

会
長
が
次
の
２
点
に
つ
い
て
要

望
を
行
い
ま
し
た
。
１
点
目
が

一
括
交
付
金
の
制
度
設
計
に
つ

い
て
、
各
々
事
業
に
対
す
る
財

政
措
置
が
薄
巻
き
に
な
ら
な
い

よ
う
、
総
務
省
と
し
て
し
っ
か

り
監
視
し
、
特
に
離
島
・
過
疎

等
の
条
件
不
利
地
域
に
対
す
る

補
助
金
・
交
付
金
の
取
り
扱
い

は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
必
要

定
例
を
前
に

定
例
を
前
に

平成21年度
一般会計決算の認定（賛成多数）

平
成
22
年
度
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
17
日
ま
で

の
11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
平
成
21
年
度
決
算
を
は
じ
め
平
成
22
年
度

補
正
予
算
な
ど
議
案
９
件
、
認
定
10
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１

件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　　項　目�
村税�
地方譲与税�
各種交付金�
地方交付税�
分担金、使用料等�
国庫支出金�
県支出金�
村債�
その他�
　　合　計�

村税�
23%

その他�
21%

村債�
5%

地方�
譲与税�
2%

各種�
交付金�
4%

人件費�
14%

繰出金�
8%

その他�
17%

投資的�
経費�
27%

物件費�
17%

扶助費�
12%

公債費�
５%

地方交付税�
20%

分担金、使用料等�
2%

国庫支出金�
18%

金　額    　�
１３億６，６１５万円�

９，４１４万円�
２億５，６２３万円�
１１億５，０７６万円�
１億３，７３１万円�
１０億３，８９３万円�
２億９，０５２万円�
２億７，４６７万円�
１２億２，３１９万円�
５８億３，１９０万円�

�

※普通会計とは、地方財政状況調査に基づく区分によるもので、本村においては �
　一般会計、住宅新築資金等貸付特別会計及び学校給食事業特別会計がこれにあたる。�
　これらの会計の合算額から、会計間の相互重複を控除したものの決算状況。�

歳入決算額（※普通会計）�

　　項　目�
人件費�
物件費�
扶助費�
公債費�
繰出金�
投資的経費�
その他�
　　合　計�

金　額    　�
７億８，０５１万円�
９億８，１８５万円�
６億５，６３３万円�
２億４，７７５万円�
４億７，０７５万円�
１５億４，４０５万円�
９億８，２９５万円�
５６億６，４１９万円�

性質別歳出決算額（※普通会計）�

県支出金�
5%

歳　入�
（普通会計）�

歳　出�
（普通会計）�

９月
定例会
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歳

入

質
問

収
入
未
済
額
・
不
納
欠

損
、
が
年
々
増
え
て
い
る
。
徴

収
の
仕
方
に
問
題
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
現
年
課
税
分
・
滞

納
繰
越
分
・
不
納
欠
損
は
そ
れ

ぞ
れ
何
台
か
。
滞
納
に
つ
い
て

毎
月
督
促
状
は
出
し
て
い
る

か
。
悪
質
な
者
に
対
し
て
の
車

止
め
使
用
等
強
行
措
置
は
何
件

く
ら
い
あ
る
か
。
強
行
措
置
を

行
っ
て
徴
収
率
を
上
げ
る
考
え

は
。

税
務
課
長

軽
自
動
車
の
場
合

住
居
所
不
明
と
い
う
者
が
不
納

欠
損
の
原
因
、
徴
収
方
法
と
し

て
、
預
金
差
し
押
さ
え
等
も
検

討
し
、
実
施
し
て
い
る
。
不
納

欠
損
の
台
数
は
48
件
。
滞
納

に
つ
い
て
は
、
納
期
限
10
日

以
降
に
督
促
状
を
発
送
。
そ
の

質
疑
質
疑�
質
疑�

後
は
催
告
状
を
４
月
・
12

月
・
３
月
と
年
３
回
発
送
し
て

い
る
。
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
等
厳
し

い
処
分
は
し
て
い
な
い
。

質
問

国
有
提
供
施
設
等
所
在

市
町
村
助
成
交
付
金
、
が
減
少

し
て
る
要
因
は
何
か
。

税
務
課
長

自
衛
隊
等
の
施
設

の
所
在
す
る
、
市
町
村
の
交
付

金
額
は
、
国
の
予
算
の
関
係
も

あ
り
、
交
付
率
は
年
々
低
下
し

て
お
り
国
全
体
を
含
め
て
の
動

き
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

質
問

先
般
こ
の
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
榛
名
女
子
学
園
も
対

応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
国
に

求
め
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
進

捗
状
況
は
。

村
長

国
で
は
教
育
施
設
的
見

方
で
あ
り
、
そ
の
た
め
交
付
金

は
無
い
。
し
か
し
、
我
々
は
矯

正
施
設
と
い
う
こ
と
で
交
付
金

に
入
れ
る
べ
き
と
要
求
し
て
い

る
。
内
容
的
に
は
法
務
省
が
か

か
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
他
の

市
町
村
と
も
連
携
し
て
強
く
や

っ
て
い
き
た
い
。

質
問

き
め
細
か
な
臨
時
交
付

金
、
及
び
経
済
危
機
対
策
臨
時

交
付
金
で
、
ふ
る
さ
と
公
園
の

遊
具
費
ほ
か
13
事
業
と
道
路

工
事
ほ
か
10
事
業
と
あ
る
が
、

主
な
事
業
名
は
。

基
地
・
財
政
課
長

き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金

事
業

①
宿
・
井
戸
尻
線
側
溝
改
修

②
ふ
れ
あ
い
館
カ
ー
ペ
ッ
ト
張

替
え

③
ふ
れ
あ
い
館
冷
温
水
器
ベ
ア

リ
ン
グ
交
換

④
し
ん
と
う
温
泉
ロ
ー
タ
リ
ー

舗
装
改
修

⑤
南
部
学
童
保
育
所
駐
車
場
舗

装
工
事

⑥
宮
昌
寺
前
貯
水
池
改
修
工
事

⑦
村
有
林
間
伐
事
業

⑧
高
渋
バ
イ
パ
ス
５
号
線
取
り

付
け
道
路
整
備
事
業

⑨
北
小
学
校
前
公
衆
用
便
所
下

水
道
接
続
工
事

⑩
北
小
学
校
下
水
道
接
続
工
事

⑪
南
幼
稚
園
下
水
道
接
続
工
事

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
事
業

①
災
害
時
等
生
活
困
窮
世
帯
生

活
物
資
供
給
事
業

②
旧
庁
舎
解
体
工
事

③
地
域
防
災
整
備
事
業

④
ふ
る
さ
と
公
園
総
合
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
遊
具
更
新
事
業

⑤
楽
習
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
整
備

事
業

⑥
ふ
れ
あ
い
館
足
湯
建
設
工
事

⑦
学
童
保
育
所
改
築
工
事

⑧
商
工
会
館
等
解
体
工
事

⑨
北
小
学
校
フ
ェ
ン
ス
設
置
工

事
質
問

固
定
資
産
税
の
場
合
は

固
定
資
産
を
持
っ
て
い
る
の
に

収
入
未
済
額
が
出
る
の
は
お
か

し
い
、
徴
収
方
法
で
何
件
法
的

手
段
を
と
っ
た
か
。
何
年
か
前

の
こ
と
だ
が
、
差
し
押
さ
え
て

幾
つ
か
公
売
に
掛
け
た
が
、
非

常
に
高
い
価
格
で
出
し
た
が
た

め
に
売
れ
な
か
っ
た
、
土
地
所

有
者
に
対
す
る
親
心
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
、
こ
れ
で
は
な
か
な
か

売
れ
な
い
、
税
収
を
上
げ
る
と

い
う
部
分
で
も
う
一
度
考
え
て

言
葉
だ
け
で
な
く
実
行
を
望
む
。

税
務
課
長

差
し
押
さ
え
件
数

債
権
33
件
、
公
売
に
掛
け
た

案
件
１
件
、
公
売
に
掛
け
る
案

件
に
つ
い
て
も
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

村
長

徴
収
に
つ
い
て
は
断
固

と
し
た
措
置
を
と
る
べ
き
と
、

我
々
も
臨
ん
で
い
る
。
資
産
が

あ
っ
て
、
経
済
的
に
納
め
る
能

力
が
あ
る
者
に
対
し
、
銀
行
調

査
等
を
十
分
考
慮
し
、
差
し
押

さ
え
、
換
価
に
持
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問

経
常
収
支
比
率
が
今
年

度
は
88
・
５
％
こ
れ
の
指
数

は
75
％
が
妥
当
と
い
う
こ
と

で
考
え
る
と
、
経
常
収
支
比
率

は
こ
の
３
年
間
ず
っ
と
75
％

を
超
え
て
い
る
。
経
常
収
支
比

率
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
財
政

運
用
の
硬
直
し
て
い
る
こ
と
を

表
し
、
財
政
運
営
上
の
硬
直
化

が
緩
む
よ
う
な
対
策
を
考
え
て

い
る
か
。

基
地
・
財
政
課
長

経
常
収
支

比
率
の
年
々
数
値
が
上
が
る
状

況
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
等

の
義
務
的
性
格
の
経
常
経
費
に

税
や
交
付
税
・
譲
与
税
を
中
心

と
す
る
経
常
的
な
収
入
た
る
、

一
般
財
源
が
ど
の
程
度
充
当
さ

れ
て
い
る
か
を
、
判
断
す
る
指

標
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

全
て
の
義
務
的
経
費
と
い
う
中

で
、
作
為
的
に
、
簡
単
に
圧
縮

す
る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難

し
い
部
分
が
あ
る
が
、
総
合
的

に
努
力
し
こ
の
数
値
の
改
善
に

当
た
り
た
い
。

質
問

な
ぜ
入
湯
税
を
取
ら
な

い
の
か
、
老
人
の
健
康
福
祉
が

目
的
と
の
事
だ
が
、
榛
東
村
の

財
政
の
中
で
、
村
内
の
老
人
の

減
免
は
わ
か
る
が
、
村
外
の
人

か
ら
は
徴
収
し
た
ら
税
収
増
も

見
込
め
る
、
徴
収
で
き
る
よ
う

な
方
策
は
あ
る
か
。

税
務
課
長

ふ
れ
あ
い
館
は
、

地
域
総
合
整
備
事
業
債
の
中
の

メ
ニ
ュ
ー
、
地
域
福
祉
の
起
債

に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で

中
身
的
に
は
、
老
人
セ
ン
タ
ー

と
い
う
こ
と
で
造
ら
れ
た
施
設

の
た
め
、
入
湯
税
を
掛
け
る
の

に
そ
ぐ
わ
な
い
、
と
い
う
経
緯

が
あ
る
。

村
長

村
内
、
村
外
を
分
け
て

は
入
湯
税
、
地
方
税
法
の
趣
旨

か
ら
反
す
る
の
で
で
き
な
い
。

趣
旨
的
に
は
、
取
る
の
で
あ
れ

ば
全
体
か
ら
取
る
こ
と
に
な
る
。

助
成
交
付
金
に

つ
い
て

軽
自
動
車
税

不
納
欠
損
は

地
域
活
性
化
臨
時

交
付
金
の
使
途

固
定
資
産
税
収
入

未
済
額
の
徴
収
は

主
要
財
政
指
数

改
善
を

入
湯
税
の
徴
収
は
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歳

出

質
問

県
で
中
学
３
年
生
ま
で

医
療
費
を
無
料
化
し
、
村
負
担

が
減
少
し
た
の
で
、
予
防
ワ
ク

チ
ン
へ
の
補
助
は
。

村
長

一
定
の
年
齢
以
上
の
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
検
討
を
し

て
い
る
。

質
問

村
で
は
、
一
回
に
つ
き

上
限
10
万
円
ま
で
助
成
。
件

数
は
。

健
康
・
保
険
課
長

不
妊
治
療

の
申
請
は
７
件
で
、
限
度
額

10
万
円
の
方
は
４
件
。
そ
れ

以
下
が
３
件
で
す
。

質
問

残
業
手
当
を
減
ら
す
こ

財政調整基金�
減債基金�
ふるさと創生基金�
庁舎建設基金�
義務教育施設整備基金�
社会福祉施設整備基金�
地域福祉基金�
農業用水維持管理基金�
農業災害基金�
土地開発基金�
　　　  小　計�

１５億１，８２６万円�
　２億６，７０８万円�
　　　３，６７１万円�
　６億５，４００万円�
　４億１，２２３万円�
　　　１，４８７万円�
　１億６，６０３万円�
１９億９，０２５万円�
　　　　　６２１万円�
　１億２，６７７万円�
５１億９，２４１万円�

一般会計�

住宅新築資金等貸付特別会計�

公共下水道事業特別会計�

農業集落排水事業特別会計�

水道事業会計�

　　　　合　計�

２８億    ５６２万円�

　１億７，０８１万円�

２１億６，９７６万円�

１９億    １４５万円�

　５億２，１７４万円�

７５億６，９３８万円�

国民健康保険基金�
介護給付費準備基金�
介従事者処遇改善臨時特例基金�
　　　  小　計�
　　　  合　計�

　　　　　　　３万円�
　　　１，６４３万円�
　　　　　１８４万円�
　　　１，８３０万円�
５２億１，０７１万円�

（一般会計）�

（特別会計）�

むらの預金� むらの借金�

と
は
で
き
な
い
か
。

村
長

人
件
費
に
お
い
て
も
職

員
数
の
定
数
削
減
等
も
含
め
て
、

全
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問

庁
舎
周
り
の
草
刈
り
等

は
ど
う
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長

年
３
回
で
シ
ル
バ

ー
に
委
託
し
て
い
る
。

質
問

こ
の
事
業
の
効
果
は
。

基
地
・
財
政
課
長

う
る
さ
さ

指
数
の
測
定
を
し
、
基
準
値
の

75
デ
シ
ベ
ル
を
超
え
る
と
第

一
種
防
音
区
域
の
指
定
を
受
け

ら
れ
る
。

質
問

低
周
波
測
定
器
の
設
置

に
つ
い
て
。

基
地
･
財
政
課
長

今
後
設
置

に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

質
問

商
工
業
振
興
一
般
経
費

の
中
で
、小
口
融
資
の
保
証
料
、

あ
る
い
は
、
利
子
の
補
給
金
と

あ
る
、
小
口
融
資
の
貸
付
状
況

と
、
特
別
小
口
資
金
制
度
に
つ

い
て
、
現
在
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長

村
の
補
助
金

の
交
付
要
綱
が
あ
り
、
そ
の
中

で
商
工
振
興
の
事
業
が
あ
る
。

村
で
は
、
商
工
会
の
行
う
事
業

に
対
し
て
補
助
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
小
口
資
金
に
つ

い
て
は
、
上
限
１，

２
５
０
万

円
ま
で
、
設
備
資
金
と
運
転
資

金
と
い
う
形
で
貸
し
付
け
て
い

る
。
商
工
会
が
窓
口
に
な
っ
て

お
り
、
商
工
会
か
ら
村
へ
申
請

が
あ
り
、
村
で
小
口
融
資
審
査

会
を
開
い
て
い
る
。
特
別
小
口

の
関
係
で
は
、
内
容
的
に
は
、

小
口
と
同
じ
で
あ
る
。
21
年

度
に
つ
い
て
は
、
こ
の
借
入
は

な
か
っ
た
。

質
問

野
菜
王
国
、
ぐ
ん
ま
の

強
化
総
合
事
業
で
、
下
仁
田
ね

ぎ
の
振
興
か
ら
３
年
が
た
つ

が
、
始
め
て
か
ら
ど
の
よ
う
な

成
果
、
ま
た
は
効
果
が
で
た
の

か
。

副
村
長

具
体
的
な
成
果
は
、

生
産
規
模
ベ
ー
ス
で
は
約
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
規
模
拡
大
が
で
き

て
い
る
。補
助
事
業
を
通
じ
て
、

村
単
独
で
種
代
等
の
補
助
も
し

て
い
る
。
消
費
拡
大
に
つ
い
て

は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の
方

に
お
願
い
し
て
、
榛
東
産
下
仁

田
ね
ぎ
を
使
用
し
た
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
研
究
も
進
め
て

い
る
。

質
問

補
助
金
を
９，

０
０
０

万
円
近
く
出
し
て
い
る
が
、
適

当
か
ど
う
か
の
審
議
を
し
て
い

る
か
。

基
地
・
財
政
課
長

定
期
的
な

見
直
し
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。

質
問

与
え
た
補
助
金
よ
り
繰

越
金
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ

る
。
ぜ
ひ
、
毎
年
適
正
委
員
会

を
開
い
て
９，

０
０
０
万
円
が

減
る
よ
う
に
願
い
た
い
。

基
地
・
財
政
課
長

不
適
切
な

も
の
に
つ
い
て
は
改
善
す
る
指

導
を
し
て
い
く
。

人
件
費
に
つ
い
て

庁
舎
管
理
費
に

つ
い
て

航
空
機
騒
音
観
測

事
業
に
つ
い
て

商
工
振
興
事
業

補
助
金
は

農
業
振
興
支
援

事
業
補
助
金
は

不
妊
治
療
の

助
成
費
に
つ
い
て

福
祉
医
療
費
の

村
負
担
は

補
助
金
は
適
正
か


